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2018ツール・ド・熊野 2.2class
期日：2018年5月31日（木）～6月3日（日）
開催地：和歌山県新宮市-三重県熊野市-和歌山県太地町

出場チーム：19チーム
全3ステージ 総距離 327km 出走109人 完走36人

個人総合時間賞、山岳賞、ポイント賞 制覇！！

今年で20回目となるツール・ド・熊野が5/31-6/3の4日間で開催されました。
ツアー・オブ・ジャパンから中3日というタイトスケジュールですが、畑中、平塚、徳田優、
ベンジャミ・プラデス、ロビー・ハッカー、マーク・デマールの6名で参戦。平塚と徳田を除く
4名はTOJからの連戦となりました。

一昨年は総合優勝して昨年は準優勝。リベンジを誓い、チーム一丸となって挑戦しました。
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プロローグとして、まずは0.7kmの短距離タイムトライアル。

それほどのタイム差はつかないものの、短いツアーのためこのタイム差が後で総合順
位に関わってくる可能性があります。選手たちは全力で挑み、ハッカーが14位、プラデ
スが23位、畑中が31位と続きました。いずれもトップとの差は5秒以内に収めています。
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第1ステージは和歌山県新宮市の赤木川清流コース。タイトなコーナーが続く113.2km
のコースには2回の4級山岳と1回のホットスポットが設定されています。

レーススタートして早速始まったアタック合戦から畑中が抜け出すと、山岳ポイントを1

位で通過。そして次の展開に、というところでアクシデント発生。トンネル内で落車によ
るフェンスの倒壊が起きてしまい修復が難しい事から、長い協議のすえレースキャン
セルに。畑中がそのまま山岳ジャージを獲得するとともに、本日のレースでのタイム
差はつかない事となりました。
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第2ステージは2回の2級山岳と1回の1級山岳が設定された、熊野山岳109.3km。非常
に厳しいコースで、このツアーの勝負がかかったクイーンステージとなっています。

レーススタートから激しいアタック合戦となります。畑中とシマノレーシング入部選手の
先行をきっかけに、10kmを過ぎる頃にようやく9人の逃げができるとデマールも入る有
利な展開。最初の山岳ポイントをデマールが1位で通過し、続く札立峠の登りに入ると、

追走集団が追いつきメンバーはシャッフルされます。プラデスやデマールが単独で逃
げる場面もありますが最後はデマール、入部選手、もう1名の3名での小スプリントとな
りデマールがステージ2位となりました。総合ではトップ入部選手から7秒遅れの2位。
なおデマールはKOMをすべて1位通過し、山岳賞ジャージを獲得しました。
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最終の第3ステージは太地半島の1周10.5kmの公道コースを10周する104.3km。

逆転を狙うTeamUKYOはまず入部選手を置き去りにすべく、作戦通りにデマールを除く
5人の選手が全力でペースを上げ攻め続けます。そして目まぐるしい展開の結果、6周

目に入部選手の含まれない先頭集団を形成する事に成功。デマールがバーチャル
リーダーとなります。今度は守る立場となり、個人総合に影響のない2人逃げができる

とタイム差に細心の注意を払いながら集団をコントロールし続け、その形のまま最終
周に入ると最後にデマールはガッツポーズでフィニッシュ。見事、個人総合優勝を飾る
とともに山岳賞とポイント賞も獲得。プラデスも総合3位で表彰台に立ちました。
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個人総合順位

山岳賞

山岳賞

ポイント賞

mailto:kuwabara@k-planning.co.jp
mailto:numazawa@k-planning.co.jp


Team UKYO Cycling ならびにこのレポートに関するお問い合わせは：
KATAYAMA PLANNING 株式会社 桑原忠彦 沼澤祐介
TEL：03-6407-9963 FAX：03-6407-9964 Mail：kuwabara@k-planning.co.jp numazawa@k-planning.co.jp

桑原GMのコメント：
個人総合三冠は、ツール・ド・熊野20年の歴史で初の快挙のようです。第2ステージが終

わった時点で「逆転は不可能ではないが難しい。他の多くの有力チームもすべてチェック
しながらの戦いは、非常に困難だ」と正直思いました。しかし1%でも可能性があればその

ための作戦を立て、常に状況を判断しながら動き、そして全選手が全力を出し切ってくれ
たおかげで逆転に成功。ようやく皆様に総合優勝の報を届けることができました。
この勝利を胸に、さらなる挑戦をして行きます。引き続きの応援、宜しくお願いします。
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